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糸満市真栄里海岸における打ち上げ貝の採集調査Ⅲ～打ち上げ貝はどこからくるのか～
糸満市立糸満中学校 

１年 上原 一路 

1111．研究の目的．研究の目的．研究の目的．研究の目的    

糸満市にある真栄里海岸は、遠浅の海が広がり約 700ｍの自然の浜辺がある。ここは沖縄県

の「沖縄型海岸整備促進事業」により平成 32年ごろから整備される。工事により浜辺や海に

生息する貝に影響がでるかもしれないと思い調査を始めた。一昨年の調査ではここに 88 科

376 種、昨年の調査では、85 科 382 種の貝が打ち上がっていることがわかった。まだ工事が

始まっていないので、過去 2 年間と同じ程度の種数の打ち上げ貝を採集することができ、生

貝を確認できれば真栄里海岸に生息していることや、どこから打ち上げ貝が流れてくるのか

を証明できると考えた。 

２２２２．調査の方法．調査の方法．調査の方法．調査の方法    

（１）調査日 2017 年 12 月 28 日～7 月

23 日（全 28 回） 

（２）調査場所 糸満市真栄里海岸の 

整備計画における A・B・C・Ｄ区間（図１）。 

A 区間：潮崎埋め立て部分の南側～川が流れ込んでいる所（約 160ｍ）。B区間：川～護岸の

所（約 100ｍ）。C区間：高い護岸が北名城のエージナ島手前まで続いている所（約 300ｍ）。

Ｄ区間：エージナ島～北名城ビーチの手前まで（約 140ｍ）。 

生貝については、エージナ島と干潮時にあらわれ

るＡ～Ｄ区間の干潟・岩礁地帯、Ａ・Ｂ・Ｃ区間

の波打ち際を調査した（図２）。 

（３）調査方法 打ち上げ貝については、浜の潮

間帯を中心に、打ち上がっている貝殻を拾った。

A 区間は 18 回、Ｂ区間は 9回、Ｃ区間は 2回、

エージナ島～Ｄ区間は３回調査した。区間ごとに

分けて、図鑑をもとに同定し記録した。生貝を発

見したときや浜の様子はＧＰＳ付きカメラで記

録した。過去 2 年の標本や図鑑を見てもわからな

い貝については、沖縄美ら島財団の伊藝元氏など貝の専門家に確認してもらった。 

３３３３．調査結果．調査結果．調査結果．調査結果    

（１）真栄里海岸で確認できた貝類 

  １）真栄里海岸で確認できた貝類の種数   

今回の調査で確認できたのは、生貝と死殻合わせて、多板鋼が 2 科 3 種、腹足鋼

である巻貝は 67 科 260 種、二枚貝は 27 科 92 種、合計 95 科 355 種だった。巻貝の

中で一番多いのが、イモガイ科で 31 種だった。二枚貝の中で一番多いのは、マルス

ダレガイ科で 22種だった。 

２）生貝の種類  

    生貝は多板鋼が 2科 3種、腹足鋼である巻貝が 24 科 56 種、二枚貝が 12科 18 種、

合計 38 科 77 種を確認することができた。多くの個体数を確認できたのは、イソハ

マグリ、ホウシュノタマなどだった。 

３）打ち上げ貝の中で死んで間もない貝の種類 

   今回から、打ち上げ貝の状態を、a(=alive 生きた貝)、nd(=new dead 死んで間

もない)、d(=dead 死殻)の 3段階に分けて記録した。死んで間もないと思われるの

は、巻貝ではイモガイ科アンボンクロザメの 1 種、二枚貝ではアケボノガイやリュ

ウキュウアサリなど 9科 17 種の合計 18 種だった。 

（２）絶滅のおそれのある種 

    レッドデータおきなわ 2017 によると、絶滅のおそれのある種は巻貝が 17 種、二枚

図１ 真栄里海岸Ａ～Ｄ区間

図２ 生貝を調査した地点（赤枠内）

貝が 16 種、計 33 種だった。環境

省レッドリスト 2017 によると、

巻貝が 18種、二枚貝が 20 種、計

38 種だった。いずれかに当てはま

るレッドリスト種は、巻貝 23 種、

二枚貝 22種、合計 45種だった。

調査で確認・採集した貝のうち、

レッドリスト種の占める割合は、

巻貝が 8.8％、二枚貝が 23.9％、

全体では 12.6％だった(表１)。 

（３）過去 2年間との比較 

    昨年と比較すると 10 科増えた

が、種数は 27 種減った。3年連続

で採集できたのは、巻貝 159 種、

二枚貝 61 種、計 220 種(61.9％)

だった（表２）。 

  １）初めて確認した貝類 

     今回の調査で初めて確認・採

集した貝は、リュウキュウヒザ

ラガイなど多板鋼で 3種、リュ

ウキュウアオガイやツツミガ

イなど巻貝で 48 種、二枚貝で

はニオガイなど 14 種、合計 44

科 65 種だった。 

  ２）今回採集できなかった貝殻 

     過去 2 年間の調査において採集

できていたが、今回の調査期間で採集できな

かった貝は、ナツモモやコモンイモ、コグル

マなど巻貝 35 種、ヒメツキガイなど二枚貝

6種の合計 41 種だった。このうち、レッドリ

スト種は、クサイロカノコ、コトツブ、ハー

トガイ、チヂミウメノハナの 4種だった。 

（４）生貝の生息環境について 

Ａ・Ｂ区間の砂浜の波打ち際では、少し砂を掘るとイソハマグリやリュウキュウナミ

ノコをたくさん発見した。干潟部分は手前に広い砂地が広がっていて、あちこちを熊

手で10～20センチほど掘ってみたが、貝は死殻を含めてほとんどみつけられなかった。

砂地をすぎるとサンゴ礫や小さな岩のある干潟になっていて、ホウシュノタマやムシ

ロガイ科、アマオブネ科、カワラガイなどがいた。岩をひっくり返すと、キイロダカラ

や、ビワガタナメクジが多くいた。大潮のときはさらに沖の岩礁地帯が現れ、そこでは

岩の中にヒメジャコを４個発見した。岩の表面にはフトコロガイやムラサキハラブト

キリオレのような小型の貝がくっついていたり、岩の隙間にノシガイやハナビラダカ

ラ、ミドリアオリ、ニシキウズなどがいた。岩と岩の間にある砂地には、ヌノメガイも

いた。Ｃ区間は干潮時にしか砂浜が現れず、泥のついた岩や石が多く、そこにヒザラガ

イやリュウキュウウノアシ、キバアマガイがいた。Ｄ区間からエージナ島につづく干

潟は、サンゴ礫や小さな岩のある砂地で、リュウキュウマスオやホウシュノタマ、アマ

オブネ科などがいた。エージナ島や周辺の岩礁地帯では非常に多くの種類の生貝を観

察することができた。数多くいたのは、ヒザラガイやアクキガイ科、アマオブネ科、オ

ハグロガキ、ノシガイ、ガンゼキボラ、マダライモなどだ。岩の裏側にはホシキヌタや

前々回（2年前） 前回（1年前） 今回

貝類全種 88科376種 85科382種 95科355種

多板綱 2科3種

腹足綱（巻貝） 63科296種 60科283種 67科260種

二枚貝綱 25科80種 25科99種 27科92種

表２ 過去 年間と今年の比較

表１ 絶滅のおそれのある種

科 和名 沖縄ＲＤ 環境ＲＤ 初 状態
ウミヒメカノコ Ⅱ類 Ⅱ類 ｄ
ヒメカノコ　　 準 準 a

ユキスズメガイ科 ユキスズメ Ⅱ類 Ⅱ類 d
オニノツノガイ科 カヤノミカニモリ　 準 a

ウミニナ科 イボウミニナ 準 Ⅱ類 〇 d
トウガタカワニナ科 ヌノメカワニナ 　 準 d

トゲカワニナ科 ネジヒダカワニナ 準 d
ソデボラ科 オハグロガイ Ⅱ類 準 d
タカラガイ科 リュウキュウダカラ Ⅱ類 d

ツツミガイ 準 〇 d
アラゴマフダマ 準 Ⅱ類 d

シロネズミ科 マルシロネズミ 準 d
ヤツシロガイ科 イワカワトキワガイ ＤＤ d

ヒメオリイレムシロ 準 準 d
オリイレヨフバイ ＤＤ Ⅱ類 〇 d

フデガイ科 ヤタテガイ Ⅱ類 〇 d
イモガイ科 ツヤイモ Ⅱ類 Ⅱ類 d

オオシイノミガイ科 カヤノミガイ 準 準 d
トウガタガイ科 オオシイノミクチキレ 準 準 d
オカミミガイ科 ヘソアキコミミガイ 準 〇 d
オカミミガイ科 シイノミミミガイ Ⅰ類 〇 d

オナジマイマイ科 パンダナマイマイ 準 d
ナンバンマイマイ科 オキナワヤマタカマイマイ Ⅰ類 Ⅱ類 〇 d

タマキガイ科 ウチワガイ Ⅱ類 Ⅱ類 〇 d
イガイ科 ホソスジヒバリ Ⅱ類 準 d

ベッコウガキ科 サンゴガキ Ⅱ類 Ⅱ類 d
トマヤガイ科 ウネナシトマヤ 準 〇 d

ツキガイ 準 d
カブラツキガイ 準 d
ウラキツキガイ Ⅱ類 Ⅱ類 d

ブンブクヤドリガイ科 アケボノガイ　 Ⅱ類 Ⅱ類 〇 nd
カワラガイ 準 準 a

オキナワヒシガイ 準 d
イレズミザル Ⅱ類 Ⅱ類 d

リュウキュウアサリ Ⅱ類 Ⅱ類 nd
オイノカガミ　 準 準 a

ユウカゲハマグリ 準 Ⅱ類 d
スダレハマグリ 準 準 d

オミナエシハマグリ 準 nd
フジノハナガイ科 リュウキュウナミノコ　 準 a

モチヅキザラ Ⅱ類 Ⅱ類 d
アマサギガイ 準 Ⅱ類 d

シオサザナミ科 マスオガイ 準 nd
バカガイ科 ユキガイ 準 準 d

チドリマスオ科 イソハマグリ 準 a

アマオブネガイ科

タマガイ科

ムシロガイ科

ツキガイ科

ザルガイ

マルスダレガイ科

ニッコウガイ科

※　沖縄ＲＤ：レッドデータおきなわ2017、環境ＲＤ：環境省レッドリスト2017、
Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類、Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類、準：準絶滅危惧、DD：情報不足

a：生きた貝（alive)、nd：死んで間もない貝（new dead)、ｄ：死殻（dead）、
初〇：過去2年の調査で確認しておらず今回初確認の貝

糸満市真栄里海岸における打ち上げ貝の採集調査Ⅲ
～打ち上げ貝はどこからくるのか～

糸満市立糸満中学校　
１年　上原　一路



123
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１年 上原 一路 

1111．研究の目的．研究の目的．研究の目的．研究の目的    

糸満市にある真栄里海岸は、遠浅の海が広がり約 700ｍの自然の浜辺がある。ここは沖縄県

の「沖縄型海岸整備促進事業」により平成 32年ごろから整備される。工事により浜辺や海に

生息する貝に影響がでるかもしれないと思い調査を始めた。一昨年の調査ではここに 88 科

376 種、昨年の調査では、85 科 382 種の貝が打ち上がっていることがわかった。まだ工事が

始まっていないので、過去 2 年間と同じ程度の種数の打ち上げ貝を採集することができ、生

貝を確認できれば真栄里海岸に生息していることや、どこから打ち上げ貝が流れてくるのか

を証明できると考えた。 

２２２２．調査の方法．調査の方法．調査の方法．調査の方法    

（１）調査日 2017 年 12 月 28 日～7 月

23 日（全 28 回） 

（２）調査場所 糸満市真栄里海岸の 

整備計画における A・B・C・Ｄ区間（図１）。 

A 区間：潮崎埋め立て部分の南側～川が流れ込んでいる所（約 160ｍ）。B区間：川～護岸の

所（約 100ｍ）。C区間：高い護岸が北名城のエージナ島手前まで続いている所（約 300ｍ）。

Ｄ区間：エージナ島～北名城ビーチの手前まで（約 140ｍ）。 

生貝については、エージナ島と干潮時にあらわれ

るＡ～Ｄ区間の干潟・岩礁地帯、Ａ・Ｂ・Ｃ区間

の波打ち際を調査した（図２）。 

（３）調査方法 打ち上げ貝については、浜の潮

間帯を中心に、打ち上がっている貝殻を拾った。

A 区間は 18 回、Ｂ区間は 9回、Ｃ区間は 2回、

エージナ島～Ｄ区間は３回調査した。区間ごとに

分けて、図鑑をもとに同定し記録した。生貝を発

見したときや浜の様子はＧＰＳ付きカメラで記

録した。過去 2 年の標本や図鑑を見てもわからな

い貝については、沖縄美ら島財団の伊藝元氏など貝の専門家に確認してもらった。 

３３３３．調査結果．調査結果．調査結果．調査結果    

（１）真栄里海岸で確認できた貝類 

  １）真栄里海岸で確認できた貝類の種数   

今回の調査で確認できたのは、生貝と死殻合わせて、多板鋼が 2 科 3 種、腹足鋼

である巻貝は 67 科 260 種、二枚貝は 27 科 92 種、合計 95 科 355 種だった。巻貝の

中で一番多いのが、イモガイ科で 31 種だった。二枚貝の中で一番多いのは、マルス

ダレガイ科で 22種だった。 

２）生貝の種類  

    生貝は多板鋼が 2科 3種、腹足鋼である巻貝が 24 科 56 種、二枚貝が 12科 18 種、

合計 38 科 77 種を確認することができた。多くの個体数を確認できたのは、イソハ

マグリ、ホウシュノタマなどだった。 

３）打ち上げ貝の中で死んで間もない貝の種類 

   今回から、打ち上げ貝の状態を、a(=alive 生きた貝)、nd(=new dead 死んで間

もない)、d(=dead 死殻)の 3段階に分けて記録した。死んで間もないと思われるの

は、巻貝ではイモガイ科アンボンクロザメの 1 種、二枚貝ではアケボノガイやリュ

ウキュウアサリなど 9科 17 種の合計 18 種だった。 

（２）絶滅のおそれのある種 

    レッドデータおきなわ 2017 によると、絶滅のおそれのある種は巻貝が 17 種、二枚

図１ 真栄里海岸Ａ～Ｄ区間

図２ 生貝を調査した地点（赤枠内）

貝が 16 種、計 33 種だった。環境

省レッドリスト 2017 によると、

巻貝が 18種、二枚貝が 20 種、計

38 種だった。いずれかに当てはま

るレッドリスト種は、巻貝 23 種、

二枚貝 22種、合計 45種だった。

調査で確認・採集した貝のうち、

レッドリスト種の占める割合は、

巻貝が 8.8％、二枚貝が 23.9％、

全体では 12.6％だった(表１)。 

（３）過去 2年間との比較 

    昨年と比較すると 10 科増えた

が、種数は 27 種減った。3年連続

で採集できたのは、巻貝 159 種、

二枚貝 61 種、計 220 種(61.9％)

だった（表２）。 

  １）初めて確認した貝類 

     今回の調査で初めて確認・採

集した貝は、リュウキュウヒザ

ラガイなど多板鋼で 3種、リュ

ウキュウアオガイやツツミガ

イなど巻貝で 48 種、二枚貝で

はニオガイなど 14 種、合計 44

科 65 種だった。 

  ２）今回採集できなかった貝殻 

     過去 2 年間の調査において採集

できていたが、今回の調査期間で採集できな

かった貝は、ナツモモやコモンイモ、コグル

マなど巻貝 35 種、ヒメツキガイなど二枚貝

6種の合計 41 種だった。このうち、レッドリ

スト種は、クサイロカノコ、コトツブ、ハー

トガイ、チヂミウメノハナの 4種だった。 

（４）生貝の生息環境について 

Ａ・Ｂ区間の砂浜の波打ち際では、少し砂を掘るとイソハマグリやリュウキュウナミ

ノコをたくさん発見した。干潟部分は手前に広い砂地が広がっていて、あちこちを熊

手で10～20センチほど掘ってみたが、貝は死殻を含めてほとんどみつけられなかった。

砂地をすぎるとサンゴ礫や小さな岩のある干潟になっていて、ホウシュノタマやムシ

ロガイ科、アマオブネ科、カワラガイなどがいた。岩をひっくり返すと、キイロダカラ

や、ビワガタナメクジが多くいた。大潮のときはさらに沖の岩礁地帯が現れ、そこでは

岩の中にヒメジャコを４個発見した。岩の表面にはフトコロガイやムラサキハラブト

キリオレのような小型の貝がくっついていたり、岩の隙間にノシガイやハナビラダカ

ラ、ミドリアオリ、ニシキウズなどがいた。岩と岩の間にある砂地には、ヌノメガイも

いた。Ｃ区間は干潮時にしか砂浜が現れず、泥のついた岩や石が多く、そこにヒザラガ

イやリュウキュウウノアシ、キバアマガイがいた。Ｄ区間からエージナ島につづく干

潟は、サンゴ礫や小さな岩のある砂地で、リュウキュウマスオやホウシュノタマ、アマ

オブネ科などがいた。エージナ島や周辺の岩礁地帯では非常に多くの種類の生貝を観

察することができた。数多くいたのは、ヒザラガイやアクキガイ科、アマオブネ科、オ

ハグロガキ、ノシガイ、ガンゼキボラ、マダライモなどだ。岩の裏側にはホシキヌタや

前々回（2年前） 前回（1年前） 今回

貝類全種 88科376種 85科382種 95科355種

多板綱 2科3種

腹足綱（巻貝） 63科296種 60科283種 67科260種

二枚貝綱 25科80種 25科99種 27科92種

表２ 過去 年間と今年の比較

表１ 絶滅のおそれのある種

科 和名 沖縄ＲＤ 環境ＲＤ 初 状態
ウミヒメカノコ Ⅱ類 Ⅱ類 ｄ
ヒメカノコ　　 準 準 a

ユキスズメガイ科 ユキスズメ Ⅱ類 Ⅱ類 d
オニノツノガイ科 カヤノミカニモリ　 準 a

ウミニナ科 イボウミニナ 準 Ⅱ類 〇 d
トウガタカワニナ科 ヌノメカワニナ 　 準 d

トゲカワニナ科 ネジヒダカワニナ 準 d
ソデボラ科 オハグロガイ Ⅱ類 準 d
タカラガイ科 リュウキュウダカラ Ⅱ類 d

ツツミガイ 準 〇 d
アラゴマフダマ 準 Ⅱ類 d

シロネズミ科 マルシロネズミ 準 d
ヤツシロガイ科 イワカワトキワガイ ＤＤ d

ヒメオリイレムシロ 準 準 d
オリイレヨフバイ ＤＤ Ⅱ類 〇 d

フデガイ科 ヤタテガイ Ⅱ類 〇 d
イモガイ科 ツヤイモ Ⅱ類 Ⅱ類 d

オオシイノミガイ科 カヤノミガイ 準 準 d
トウガタガイ科 オオシイノミクチキレ 準 準 d
オカミミガイ科 ヘソアキコミミガイ 準 〇 d
オカミミガイ科 シイノミミミガイ Ⅰ類 〇 d

オナジマイマイ科 パンダナマイマイ 準 d
ナンバンマイマイ科 オキナワヤマタカマイマイ Ⅰ類 Ⅱ類 〇 d

タマキガイ科 ウチワガイ Ⅱ類 Ⅱ類 〇 d
イガイ科 ホソスジヒバリ Ⅱ類 準 d

ベッコウガキ科 サンゴガキ Ⅱ類 Ⅱ類 d
トマヤガイ科 ウネナシトマヤ 準 〇 d

ツキガイ 準 d
カブラツキガイ 準 d
ウラキツキガイ Ⅱ類 Ⅱ類 d

ブンブクヤドリガイ科 アケボノガイ　 Ⅱ類 Ⅱ類 〇 nd
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イレズミザル Ⅱ類 Ⅱ類 d
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アマオブネガイ科

タマガイ科

ムシロガイ科

ツキガイ科

ザルガイ

マルスダレガイ科

ニッコウガイ科

※　沖縄ＲＤ：レッドデータおきなわ2017、環境ＲＤ：環境省レッドリスト2017、
Ⅰ類：絶滅危惧Ⅰ類、Ⅱ類：絶滅危惧Ⅱ類、準：準絶滅危惧、DD：情報不足

a：生きた貝（alive)、nd：死んで間もない貝（new dead)、ｄ：死殻（dead）、
初〇：過去2年の調査で確認しておらず今回初確認の貝



124

ゴマセンベイアワモチもいた。父がエージナ島の近くの海中の岩場にアカイガレイシ

を発見した（図３）。 
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今回の調査では、生貝と死殻合わせて 95科 355 種の貝を確認することができた。去年より

15 科多いものの 27 種少なかった。確認できた貝の科の中でイモガイ科やタカラガイ科、マ

ルスダレガイ科が多かったのは去年と同じだった。種数が少なかったのは、これまでと比べ

て、浜全体に打ち上がる貝殻が減っていることが考えられる。また、台風が少なかったこと

による海水温の上昇やサンゴの白化現象なども影響しているのではないかと考えられる。 

今回から生貝も調査したところ、38 科 77 種確認することができた。多くの個体数を確認

できたのは、打ち上げ貝としてもよく打ち上がっている種だ。今回の調査で確認できた貝の

うちの 21.6％にあたる生貝 77 種は、真栄里海岸に生息していることがわかった。 

打ち上げ貝の状態を 3段階に分けたところ、死んで間もないと思われるのは 18 種で全体の

5.0％だった。これらも、真栄里海岸に生息している可能性が高いと考えられる。 

図３ 真栄里海岸、エージナ島で確認することができた生貝の一部

絶滅のおそれのある種は 45 種で、全体の 12.6％にあたる。ヒメカノコやカヤノミカニモ

リ、カワラガイ、オイノカガミ、イソハマグリ、リュウキュウナミノコの 6 種の生体が確認

できた。さらに、リュウキュウアサリやオミナエシハマグリ、マスオガイ、アケボノガイの 4

種は死んで間もない状態だと思われた。打ち上げ貝の中では、ヌノメカワニナやヒメオリイ

レムシロ、アマサギ、カブラツキガイなどは比較的多くの数が打ち上がっているので、生息

している可能性があると考えられる。ヤタテガイやシイノミミミガイ、ヘソアキコミミガイ、

ウネナシトマヤ、ウチワガイなどはこれまでの調査と合わせても 1 個体しか採集できていな

いので、生息数は少ないと考えられる。 

過去 2 年間の調査と比較すると、種数は減ったが科は増えており、毎年約 350 種以上の多

種多様な貝殻が採集できていることから、大きな変動は見られないのではないかと思う。だ

が、3 年連続採集できたのは 220 種（61.9％)で、昨年の 269 種（70.4％）から 8.5％減って

いることから、連続で採集できる貝殻は減少傾向にあると考えられる。 

 今回は生貝を調査したことにより、リュウキュウヒザラやゴマセンベイアワモチなど貝殻

としては打ち上がりにくいものや貝殻を持たない種を初確認することができた。一方、過去

2 年間採集できていたのに今回採集できなかったのは、41 種あった。これらは、過去 2 年間

においても採集できた数が少なかったので、今年採集できなかった可能性が高い。もともと

生息数も少ないかさらに減ったのではないかと考えられる。 

 Ａ・Ｂ区間の砂浜の波打ち際では、少し砂を掘るとイソハマグリやリュウキュウナミノコ

をたくさん発見した。工事が始まると排水により最初にダメージを受ける可能性も高いので、

今後は方形枠を使った定量的調査をして個体数の変化を確認する必要がある。 

干潟でカワラガイの生体を見つけたことは、とても貴重だと思う。泡瀬干潟でもカワラガ

イの個体数は減っており、真栄里海岸においても打ち上げ貝はこの 3 年間でかなり減ったと

感じられるからである。 

 大潮の干潮時に現れる岩礁地帯では、生息数がかなり減ってきていると言われるシャコガ

イの生体を確認することができた。他にも多くの貝を確認したので真栄里海岸の中でも特に、

岩礁を住処とする貝にとって生息しやすい場所だと考えられる。 

Ｃ区間については、今年 2 回しか調査することができなかったので、十分な結果を出せた

とは言えない。ここは工事で護岸から海側も埋め立てられる計画なので、今後は生貝がもっ

と生息しているかどうか調査する必要がある。 

Ｄ区間からエージナ島周辺の干潟では、1番多く生貝を確認することができた。ここは島が

あることで大小様々な岩場が形成されていたり、干潮時であってもタイドプールができてい

たり、アマモ場や砂地が所々にあって真栄里海岸の中でも最も複雑で豊かな生息環境が形成

されている。 

Ａ・Ｂ区間はこの 3 年間の調査で貝殻が多く打ち上がることが分かった。この打ち上げ貝

はもともと干潟の奥にある岩礁地帯とエージナ島付近に多くが生息していて、死んだあと潮

の流れによって打ち上げられるのではないかと考えられる。工事が始まる予定の 32年度まで

に、この真栄里海岸に生貝が他にも生息していないか引き続き調査を進めていきたい。 
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ゴマセンベイアワモチもいた。父がエージナ島の近くの海中の岩場にアカイガレイシ

を発見した（図３）。 
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